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 地盤のせん断強度を簡便かつ正確に求められる原位置大型・中型・小型一面せん断試験機および試験法はすでに

開発され、ロックフィルダム、道路、住宅などの多くの現場で実施されている1)～4)。中間土的な火山灰質粘性土（通

称：愛鷹ローム）を盛土材料に用いたある道路建設現場において原位置一面せん断試験を行い、その試験結果に

ついては既に報告されている5)。本研究ではその火山灰質粘性土試料に対して原位置一面せん断試験に加えて室内

在来型一面せん断試験も行い、せん断速度を変化させたせん断試験と試料に対する圧密時間を変化させたせん断

試験を行うことにより、この試料の強度特性の評価を行った。 

 

１．原位置一面せん断試験の原理 

 図－１は原位置一面せん断試験機の概略図である。試験手順は次の通りである。(a)撒き出され転圧された盛土

にせん断枠を埋め込む。(b)せん断枠の周りをていねいに掘り起こし、せん断枠のます目部分に試料を少し盛り上

げて、せん断枠に上載荷重が直接かからないようにする。(c)垂直荷重を載荷し、変位計をセットして、フレキシ

ブルなチェーンでせん断枠を水平に引張ることによってせん断する。 
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図－１ 原位置一面せん断試験機の概略
における原位置一面せん断試験 
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土地盤で原位置一面せん断試験を行った。試

質粘性土(通称、愛鷹ローム)である。最大粒

ρt＝1.3g/cm
3、粒径加積曲線は図－２に示す。

m×31.6cm）のせん断枠での試験を8回、4000cm2

2cm）のせん断枠でのせん断試験を 4回、計 12

間で行った。地盤状態は試験初日の前日に雨

より、試験 2日目に計測した地盤の飽和度は

ヤードの 4点で計測）とほぼ飽和状態であっ

初日の地盤状態もほぼ飽和状態であったと思

おけるせん断試験では通常の試験（荷重を載

20 分程度でせん断試験を行う）に加えて、荷重

間経過した後にせん断試験を行うことにより

強度変化の有無も測定した。なお、現場の状

試験のせん断強度τf～垂直応力σ関係を図－

で 12 点あり、直線は最小二乗法で直線近似し

c=5.7kPa、φ=26°)。全 12 点がほぼ一つの直

り、試験結果が安定していることがわかる。

のせん断速度(水平変位速度：1～3mm/分程度)、

で試験を行ったが、このように試験結果がほ

るということから、せん断速度、圧密時間に

り受けないものと推察される。 

写真－1 原位置一面せん断試験の現場状況 
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図－２ 愛鷹ロームの粒径加積曲線 

位置試験、盛土、せん断強さ: 

-8555 名古屋市昭和区御器所町 電話番号 052(735)5483 

-803-
(せん断枠寸法：31.6cm×31.6cm=1000cm2の場合)



３．室内在来型一面せん断試験機を用いた圧密時間・せん断速度の影響に関する検討 

 現場で行った原位置一面せん断試験に対して、室内在来型一面せん断試験機を用いて、圧密時間・せん断速度の

変化がせん断強度に及ぼす影響について検討した。せん断速度を変化させるせん断試験では、せん断速度を

1.0mm/minと 3.2mm/minの 2種類のせん断速度で試験を行った。垂直応力は共に 40kPaである。圧密時間を変
化させるせん断試験では、荷重を載荷してから 15～20分後にせん断試験を始めたものと、荷重を載荷してから 4
時間圧密した後にせん断試験を行ったものの 2種類の試験を行った。せん断速度は共に 1.0mm/minである。また
目立つ大きな粒子を取り除き、含水比、密度は現場と同じになるように調整した。 
図－４(a)はせん断速度の違いが及ぼす影響を調べた試験結果、(b)は圧密時間の違いが及ぼす影響を調べた試験

結果を示したものである。それぞれ、せん断強度はほぼ同じ値を示している。つまりせん断速度が変化してもこ

の試料は強度にあまり影響が見られない試料といえる。また圧密時間の違いによるせん断強度の変化に関しても、

この試料は圧密時間の変化によるせん断強度の変化があまり見られない材料といえる。図－５は、図－３の全 12

回の原位置試験のせん断強度τf～垂直応力σ関係に、今回の室内在来型一面せん断試験結果を加えたものである。

両条件の試験結果はともにほぼ一直線上にのっているのが見られる。この実験事実より、この試料は比較的排水

性の良い材料であり、せん断速度、圧密時間の影響をあまり受けない材料であると推察される。 

今回室内在来型一面せん断試験機を用いて含水比、密度を現場と合せてせん断試験を行ったが、その試験結果

は既に行なわれている原位置一面せん断試験結果とほぼ同じであった。つまり、この原位置一面せん断試験は今

回のような悪い現場状態であっても、室内試験とほぼ同じ精度で試験を行うことができるといえよう。 
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図－３ 愛鷹ロームに対する全 12 回の
原位置一面せん断試験結果 

 

図－５ 愛鷹ローム試料の全試験結果  
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図－４(a) せん断速度の違いの影響 図－４(b) 圧密時間の違いの影響 参考文献 
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